
獣医疫学〈第三版〉　お詫びと訂正
本書におきまして、以下の誤りがございましたので，ここに訂正するとともにお詫び申し上げます。

91頁・下から4行目
訂正箇所 誤 正 備考

偽陽性の個体を増やす 偽陰性の個体を増やす
96頁・「1）並行検査」の
3行目 敏感度が下がり 敏感度が上がり

128頁・12行目 感度 敏感度 「感度」でも間違いではないですが、
本書では「敏感度」に統一しています。

196～198頁・式中に
用いられている文字 「QE」および「Q」̂ 「1－PE」および「1－P」̂ 82頁の記述に合わせています。

196頁・8行目 PEの補数（1+PE） PEの補数（1－PE）

203頁・索引 後ろ向きコホート研究　44,49 後ろ向きコホート研究　49

25頁・「a.流行型」の
「共通感染源流行型」の段落

「図3-1・・・・・・が確認できる。」は，
右の通り「増殖流行型」の段落の
「また，・・・・・・挙げられる。」の前に
移動
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本書におきまして，誤りがございましたので，ここに訂正させていただきますとともにお詫び申し上げます。

25第3章　記述疫学

に多くの動物が病原体に曝露したことが疑われる。また，発生のピークがみられず，一定の頻度で発生
が続いている場合は，病原体に継続的に曝露されていることが疑われる。このような時間的特性に着目
すると，疾病の発生はいくつかのパターンに分けることができる。
a．流 行 型

流行型epidemicとは，特定の疾病の発生件数が，ある集団や地域において通常の発生頻度を超えてい
る状態をいう。一般に1つまたは複数のピークを伴う。比較的潜伏期の短い急性感染症でみられること
が多い。宿主間の水平感染があるかないかで増殖流行型と共通感染源型がある。
増殖流行型propagated epidemicとは，空気感染や接触感染による感染力の強い病原体が次から次へ
伝播し，病原体が急速に広がる発生をいう。動物の感染症では，口蹄疫や豚熱など伝播力の強い病原体
が清浄地域に入った場合や病原体が強毒型に突然変異した場合など，病原体と宿主のバランスが崩れ，
病原体が優勢にある場合に生じる。また，特に同一の疾病が世界的規模または国境を越えて広範な地域
に及ぶものを汎流行型pandemicという。1918年に発生したスペイン風邪や，2019年に発生した新型コ
ロナウイルス感染症（COVID-19）などが挙げられる。
共通感染源流行型common source epidemicとは，共通の感染源に感受性宿主が曝露され，宿主間の水
平感染がない場合に生じる。人の食中毒，牛の硝酸塩中毒，水系汚染によるレプトスピラ症，土壌汚染
による破傷風などがある。図3─1は，2013年10月に日本においては7年ぶりに発生が確認された豚流
行性下痢の発生パターンを示したものである。初発確認から感染は急速に広まり，2013年10月～ 2014
年9月の1年間に38道県819農場において発生が認められた。2014年4月をピークとした一峰性の分布
が確認できる。
b．常 在 型

常在型endemicとは，比較的限られた地域で，ある感染症が長期間にわたってほぼ同程度の頻度で発
生している変動パターンをいう。予測可能な季節変動や循環変動を伴う。宿主と病因間で長期間にわた
りバランスが維持されている場合に限る。図3─2は人のエキノコックス症（単包条虫症，多包条虫症）の
年別症例数の推移を示したもので，典型的な常在型である。国内では多包条虫が北海道に分布してお

図3─1　日本における豚流行性下痢の発生農場数の推移
農林水産省HP，監視伝染病の発生状況から生データを得て図を作成
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